
令和３年第８回小金井市教育委員会定例会議事日程 

令和３年８月２４日（火） 

午 後 １ 時 ３ ０ 分 開 会   

 

開催日時 令和３年８月２４日 
開会 １時３０分 

閉会 ３時４１分 
 

場  所 Ｗｅｂ会議 

出席委員 

教 育 長    大熊 雅士 

 

教育長職務    福元 弘和 

代理者 

委   員    岡村理栄子 

 

委   員    浅野 智彦 

 

委   員    小山田佳代 

 

欠席委員  

説明のた 

め出席し 

た者の職 

氏  名 

学校教育部長   大津 雅利 

 

生涯学習部長   藤本  裕 

 

庶務課長     鈴木  功 

 

学務課長     本木 直明 

 

指導室長     加藤 治紀 

 

統括指導主事   丸山 智史 

 

指導主事     西尾  崇 

 

指導主事     向井隆一郎 

生涯学習課長   関  次郎 

 

オリンピック・パラリンピック兼 

スポーツ振興担当課長    内田 雄介 

 

公民館長     鈴木 遵矢 

 

小金井第一中学校長    山中 栄治 

 

※ 図書館長は、自席待機 

 

 

 

 

庶務課庶務係長  中島 憲彦 

調  製  

傍聴者 

人 数 
４名 

 

 



 

日程 議          題 

第１  会議録署名委員の指名 

第２ 議案第２３号 
令和４年度小金井市立中学校教科用図書の採択につい

て 

第３ 議案第２４号 
令和４年度小金井市立小・中学校特別支援学級使用教科

用図書の採択について 

第４ 議案第２５号 小金井市社会教育委員の委嘱について 
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開会 午後１時３０分 

 

大熊教育長   ただいまから、令和３年第８回小金井市教育委員会定例会を開会

する。 

 日程第１、会議録署名委員の指名である。 

 本日の会議録署名委員は、福元教育長職務代理者と小山田委員に

お願いする。 

 

（委員一同異議なく、上記２名が選出された。） 

 

大熊教育長   次に、日程第２、議案第２３号、令和４年度小金井市立中学校教

科用図書の採択についてを議題とする。 

 提案理由について説明をお願いする。 

 

大津学校    提案理由について御説明する。 

教育部長    地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条第６号の規定

に基づき、令和４年度小金井市立中学校使用教科用図書（社会科・

歴史的分野）を採択する必要があるため、本案を提出するものであ

る。 

 細部については、指導室長から説明させるので、よろしく御審議

の上、採択賜るようお願い申し上げる。 

 

加藤指導室長  それでは、説明させていただく。令和２年７月２８日の定例教育

委員会において、令和４年度使用小金井市立中学校教科用図書につ

いて採択を行い、社会科・歴史的分野においては、帝国書院の教科

書を使用することになった。しかしながら、令和３年３月３０日、

文部科学省が自由社の作成した社会科・歴史的分野の教科書の検定

合格を発表したことから、社会科・歴史的分野の教科書においては、

令和３年度の採択の結果を踏まえ、帝国書院の教科書を引き続き使

用するか、新たに検定合格した自由社の教科書を使用するかを採択

する必要が生じた。 

 お手元に採択に当たっての選定調査資料を配布させていただい

たが、帝国書院の資料については、令和３年度の資料を引き続き使

用している。 

 一方、自由社の資料については、令和３年度選定調査副委員長及
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び社会科調査研究委員長を務めた小金井第一中学校山中栄治校長

を選定調査委員長として選出し、調査、研究を進め、新たに作成し

たものである。 

 説明については、以上である。 

 

大熊教育長   それでは、教科書選定に当たり、教育委員会としての視点を再度

確認したいと思う。 

 昨年度の教科書採択では、子供たちに興味関心を持たせるような

教材の配列や工夫がなされていて、主体的、対話的で深い学びが実

現できる可能性が１番高い教科書を選定した。今回もこのような視

点でよろしいか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   これは新しい学習指導要領の改定の要点でもあるので、これを踏

まえた教科書を選定していきたいと考えている。よろしくお願いす

る。 

 それでは、選定委員長に私どもが質問し、お答えいただき、理解

を深め、協議をしていきたいと思う。なお、私どもは、選定調査資

料を事前に拝見し、各自で実際に教科書見本を拝見し研究している

ことから、教科書各社ごとの説明については、報告書全てではなく、

特徴的なことに絞って報告をしていただきたいと思うがいかがか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   それでは、選定調査委員長、よろしくお願いする。 

 

山中小金井   小金井第一中学校校長の山中である。よろしくお願いする。 

第一中学校長  それでは、２社について説明する。 

 帝国書院であるが、１点目として、節として大きな問い、ページ

ごとの小さな問いに分かれており、目当てを立てやすいということ

があった。 

 ２点目、コラム、未来に向けては、環境教育、人権教育、平和教

育に活用できる内容であり、学びに向かう力の育成につながること

が分かった。 
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 ３点目、難しい語句についての解説が充実していることが分かっ

た。 

 自由社についてである。 

 １点目、章末の復習問題のページでは、基礎的な用語や知識の定

着を図るための問題が配置されており、基礎、基本の定着に生かす

ことができることが分かった。 

 ２点目、コラム、日本人最初の女子留学生津田梅子、エコロジー

都市江戸など、ＳＤＧｓにつながる内容が掲載されていることが分

かった。 

 ３点目、巻末に世界各国、王朝の興亡一覧という資料が配置され

ており、世界史的な内容を整理できるようにしていることが分かっ

た。 

 以上、帝国書院、自由社についての特徴である。 

 

大熊教育長   それでは、意見、質問のある方、お願いする。 

 浅野委員、どうぞ。 

 

浅野委員    新しい学習指導要領では、主体的な課題追究であるとかあるいは

主体的な課題の解決といったことが強調されていたと思う。それぞ

れの教科書、この点からどういう特徴を持っていたのか教えていた

だけるか。 

 

山中小金井   お答えする。 

第一中学校長  課題の提示という点で、教科書本文以外のコラムの部分で工夫が

それぞれ見られた。 

 帝国書院のコラム、未来に向けては、歴史学習を踏まえながらこ

れから現代の課題を解決するために何をすべきなど、考えるような

テーマを取り上げている。 

 自由社のコラムでは、ＳＤＧｓにつながる内容など、興味関心の

喚起、発展的学習の題材の提供などの工夫が見られた。 

 以上である。 

 

浅野委員    ありがとう。 

 

大熊教育長   ほかにないか。 
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 岡村委員。 

 

岡村委員    小学校との学習の接続という点でどういう工夫が見られたか。 

 

山中小金井   お答えする。 

第一中学校長  小学校では、歴史上の人物について細かく取り上げて学習してい

く。 

 帝国書院では、第一部、歴史の捉え方と調べ方において、小学校

で学ぶ主な出来事や人物を見開き２ページで並べている。 

 自由社は、人物を通して時代を捉えるや登場人物紹介コーナーに

おいて、小学校で学んだ主な人物を示していた。 

 以上である。 

 

大熊教育長   よろしいか。質問がなければ協議に入りたいと思う。 

 それでは、協議に入る。意見をお願いする。 

 岡村委員。 

 

岡村委員    昨年度、帝国書院の教科書を選定した主な理由として、主体的な

学びという点で、節としての大きな問いでページごとに小さな問題

が分かれており、目当てを立ててという点があったと思う。 

 自由社の教科書は、見開き２ページごとに小さな問いがあるが、

節としての大きな問い立てはされておらず。 

 帝国書院の教科書は非常に見やすく、１つ１つの時代時代で、自

由社に比べてよく分かりやすいと思った。 

 

大熊教育長   その点は私も確認させていただいた。とにかく主体的に子供たち

が歴史を取り組んでいこうとするときに、その時代時代にどのよう

なことがあるのかということを問いとして調べてみようという形

にあるのは、教え込みではなく、子供たちに興味関心を持ってもら

うという点に関しては、前、選定したとおりで、それがしっかり帝

国書院の教科書はあるが自由社にはそういうところがないという

ところは確認することができた。 

 ほかにあるか。 

 浅野委員、どうぞ。 
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浅野委員    昨年度、私たちが選定したときに採択の１つの大きなポイントに

なったのが、各時代の全体像みたいなものをどういう形で生徒たち

に提起して学習意欲を喚起するかということだったかと思う。 

 具体的に言うと、帝国書院のほうには、タイムトラベルというタ

イトルのついたこういう見開きの大きな画像が随所に差し挟まれ

ている。これは安土桃山時代の生活の風景を見るという、そういう

趣旨の図像である。 

 これに対応する自由社のほうの図像がどうなっているかという

と、こういう感じである。幾つかのことが言えると思うが、まず、

学習意欲、好奇心のようなものをどれぐらい喚起できるのかという

ことでいうと、やはり大きくて、しかも見ると細かいところ、いろ

いろなことが読み取れる、こちらのほうは、発見をしてみようとか、

こんなことに気付いたということを言いたくなることが、そういう

学習意欲を引き出す上では有効ではないかということをまず思う。 

 もう１点としては、自由社のほうが非常にオーソドックスという

か、人物とか事件が中心の記述である。いずれも非常に大きな事件

が起こった場所とか、それに関わった人物というところを結節点に

して様々な図像が提示されているわけである。 

 他方、帝国書院のほうは、見ていただくと分かるが、人々の生活

を示す図になっている。 

 歴史上の大事件を覚えることももちろん重要であるが、各時代の

人々の生活からまず入っていく、そういう歴史の学びのほうが、歴

史の言わばより深い層から広い視野へ学習を進めていけるのでは

ないかと私としては感じた。 

 以上である。 

 

大熊教育長   それは昨年度選定したときにも大きな話題になったかと思う。小

金井市教育委員会としては、子供たち１人１人の認知の特性を生か

した教育を進めるということで、文字情報だけではなく、絵の情報

から興味関心を持ってもらえるということに関しては、この１枚絵

というのはとても価値があることではないかということで選んだ

経緯をもう１度再確認させていただいた。ありがとう。 

 ほかにないか。 

 小山田委員。 

 



 -６- 

小山田委員   先ほど小学校の学習との接続という点での工夫の話が出たと思う

が、その視点で私のほうからは、両社とも拝見すると、小学校で学

ぶ主な出来事や人物の紹介というのをイラストやそういったコラ

ムを含めて非常に分かりやすく紹介はしており、そちらの点につい

ては、両社とも、コラムについても、非常に生徒が興味関心を持つ

ような内容を選んで載せていただいているかなと思った。 

 以上である。 

 

大熊教育長   そうである。小学校の歴史を一言で言うと、団子状態というか、

串があって団子があるという、全てを網羅的に学習するのではなく、

重点的に団子の部分を勉強していくというのは小学校の社会科で

ある。そうすると、団子のところは詳しく説明するが、つながりと

いうのは串ぐらいになってしまう。 

 中学校はその串に、団子と団子をしっかりと接続するというとこ

ろが重要な視点になっているが、その点では、やはり今、言われた

ことが大事な視点になるのではないかと考える。 

 福元委員は何かあるか。 

 

福元教育長   生徒１人１台のコンピューター端末の活用という点では、帝国書 

職務代理者  院には、単元ごとにＱＲコードが掲載されていて、関連動画「NHK for 

school」をすぐに視聴し、参考にすることができる。しかし、自由

社には、そのようなものは掲載されていない。 

 また、小金井の中学校では、一部の教科で、教師のデジタル教科

書の導入も進み、歴史でも帝国書院のデジタル教科書を導入してい

ると聞いている。 

 

大熊教育長   その他、意見はないか。 

 それでは、今の意見は判断基準の１つになると思うが、小金井が

今、進めている主体的、対話的な深い学びを実現するための問いの

在り方、それから、認知特性に応じた丁寧な絵が掲載されているこ

と。それから小学校とのつながりのこと、最後に福元委員から言っ

ていただいたコンピューターの活用、デジタル教科書の活用等を考

えると、帝国書院のほうが良いと意見が多く出されていると考える。 

 よって、歴史はこれまでどおり帝国書院でよろしいか。 
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（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   異議なしと認め、中学校社会科・歴史的分野の教科書は、引き続

き帝国書院を採択することに決定する。 

 以上で、議案第２３号、令和４年度小金井市立中学校教科用図書

の採択についてを終了する。 

 次に、日程第３、議案第２４号、令和４年度小金井市立小・中学

校特別支援学級使用教科用図書の採択についてを議題とする。 

 それでは、提案理由を説明願う。 

 

大津学校    提案理由について説明する。 

教育部長    地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条第６号の規定

に基づき、令和４年度小金井市立小・中学校特別支援学級使用教科

用図書の採択をする必要があるため、本案を提出するものである。 

 細部については、指導室長から説明するので、よろしく審議の上、

採択賜るよう、お願い申し上げる。 

 

加藤指導室長  学校教育部長からもお伝えしたが、市立小・中学校特別支援学級

使用教科用図書については、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第２１条第６号に基づき、小金井市教育委員会が採択すること

となっている。 

 また、特別支援学級においては、学校教育法附則第９条により、

文部科学省検定済み教科用図書または文部科学省著作教科用図書

を使用することが適当でないときは、当該学校の設置者の定めると

ころにより、他の適切な教科用図書を使用することができるとして

いる。 

 各学級においては、校長を委員長とした調査研究委員会で児童、

生徒の障害の種別、程度、能力、特性にふさわしい内容であるかを

調査研究し、この度、お手元の資料のように各学級の案として提出

させていただいた。 

 採択のほどよろしくお願いする。以上である。 

 

大熊教育長   事務局の説明は終わった。何か質問、意見はあるか。 

 岡村委員。 
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岡村委員    次年度に向けて特別支援学級で使用する教科用図書の変更はあっ

たのか。 

 

丸山統括    各学校の特別支援学級ごとに令和４年度に使用する教科用図書の 

指導主事   調査、研究をこれまで行ってきた。 

 まず、知的障害特別支援学級では、児童、生徒の障害の程度や学

級の実態を考慮の上、各教科の目標や内容を下の学年の教科の目標

や内容に変えたり、各教科を特別支援学校の各教科に変えたりする

などして、実態に応じた教育課程を編制し、指導しているところで

ある。 

 よって、使用する教科用図書であるが、通常の学級で使用する教

科用図書や一般図書の中から、児童、生徒の実態に合わせて最もふ

さわしい内容の図書を今回選んでいる。 

 具体的に言うと、東小学校ひまわり学級は、児童の実態に合わせ

て、国語、書写、社会、算数、理科、道徳の一般図書の見直しを行

った。 

 この見直しによって、これまで一般図書を使用し、学習していた

児童の中には、通常の学級で使用する教科用図書で学習を進めてい

く児童も今回いる。 

 また、小金井第二中学校６組では、生徒の実態に合わせて、国語、

社会、数学において一般図書の見直しを行った。 

 小金井第一小学校梅の実学級及び小金井第二小学校さくら学級

については、令和３年度からの変更はない。 

 そして、小金井第一中学校Ｇ組についても変更はない。 

 小金井第一中学校自閉症・情緒障害固定学級Ｉ組だが、知的障害

の遅れを伴わない自閉症等の生徒が在籍している学級である。 

 よって、教科書については例年どおりであるが、通常の教科用図

書を使用することに変わりはない。 

 以上である。 

 

大熊教育長   福元委員、どうぞ。 

 

福元教育長   確認したいのだが、小金井第一中学校の自閉症・情緒障害固定学 

職務代理者  級Ｉ組の教科書は、通常の学級で使用される教科書と同じ教科書を

使用しているということだが、指導している先生方や実際に使用し
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ている生徒たちの反応や様子はどうだったのか。 

 

丸山統括    小金井第一中学校の自閉症・情緒障害固定学級Ｉ組では、在籍し 

指導主事   ている生徒が知的発達の遅れを伴わない自閉症等の生徒であること

から、使用する教科書については、例年通常の学級の教科用図書を

使用している。 

 Ｉ組では、国語、社会、数学、理科、英語といった主要教科につ

いては、通常の学級と同じ授業時間数を設定している。私も定期的

に学校を訪問し、Ｉ組での学習の様子を参観しているが、少人数の

中で個別指導を受けながら、生徒は熱心に学習している様子が見ら

れる。 

 

福元教育長   ありがとう。 

職務代理者 

 

大熊教育長   ほかにあるか。 

 小山田委員。 

 

小山田委員   そもそもであるが、この特別支援学級で使用する一般図書である

が、選ぶ際にどのような観点というか、どういった視点でこちらを

選んでいるかということを確認させていただけるか。 

 

丸山統括    特別支援学級の授業で使用する一般図書を選ぶときの観点は、主 

指導主事   に４点ある。 

 １点目は、児童、生徒の障害の程度や特性等を考慮し、文字、表

現、挿絵、題材等が最もふさわしい内容であること。 

 ２点目は、その本が可能な限り体系的に編集されているもので、

教科の目標に沿う内容を持っていることが大事になる。 

 ３点目は、他教科の図書との関連性を考慮することが挙げられる。 

 ４点目として、その教科書、本の価格が高額なものに偏ることが

ないこと。以上の４点となる。 

 なお、この４つの観点であるが、東京都教育委員会の特別支援教

育教科書調査研究資料の一般図書を採択する場合の注意事項に準

じているものとなっている。 

 各学級においては、この４点を常に意識しながら、特に１点目の
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児童、生徒の障害の程度や特性等を考慮し、学習するのに理解しや

すく最もふさわしい内容であることについての視点を特に大切に

して調査、研究を実施してきているところである。 

 

小山田委員   分かった。ありがとう。 

 

大熊教育長   ほかにないか。 

 浅野委員、どうぞ。 

 

浅野委員    一般用図書を使うということで、検定用教科書と比較した場合、

一般用図書を使うことの意味というか効果というのはどういうと

ころにあるか教えてほしい。 

 

丸山統括    知的障害のある児童、生徒だが、学習によって得た知識や技能が 

指導主事   定着しにくく、断片的になりがちな傾向が見られる。 

 さらに、生活経験が不足しがちあるということも併せ、実際の場

面を想定し、かつ具体的な内容の指導に重点を置いている。 

 そのため、特別支援学級の授業では、抽象的な内容を扱うよりも、

実際の生活場面が思い起こしやすい実物の写真であったり、イラス

ト等が豊富であり、より具体的な内容を指導したほうが学習効果が

上がると考えている。実際の場面が容易に想定でき、かつ具体的な

内容の指導が可能な一般図書を使うことで学習効果が上がること

が利点だと考えている。 

 

浅野委員    ありがとう。それに加えて、関連してもう１点だが、リストをざ

っと拝見すると、一般図書と検定用教科書、ある学校は一般用図書

が多く、別の学校は検定教科書が多いという違いがあると思う。恐

らく児童の実態に対応してそうなっているのではないかと思うの

だが、その辺具体的にはどういう感じなのか教えていただけるか。 

 

丸山統括    各学級では、在籍する児童、生徒の発達段階や障害の程度、学習 

指導主事   の定着状況等の観点から、その実態に合わせて最もふさわしい教科

書を選定しているものである。 

 通常学級と同じ検定教科書を選定している学校においても、実際

に子供たちに教える場面では、教科書はもちろん使用しながらも、
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子供たちの実態に合わせて先生方が作成した教材やプリント等を

活用して実践している。通常の学級と同じ教科書が実際に手元にあ

ると、学習内容が把握でき、通常の学級との交流学習、これも進め

やすくなることがある。特に小学校の高学年になると、中学校への

進学も意識して、教科によっては通常の学級で一緒に学習を進めて

いくお子さんもいることから、一般図書でなく検定教科書を選ぶ例

もある。 

 在籍する児童、生徒の実態を十分に把握した上で、障害の程度や

特性等を考慮し、保護者の希望なども考慮し、判断したものをこの

度お手元の資料のように各学級の案として提出させていただいて

いる。よろしくお願いする。 

 

浅野委員    ありがとう。 

 

大熊教育長   その他、質問はあるか。 

 今、統括指導主事が話したように、各クラスに通う子供たちの実

態を踏まえ、その子がその子なりによりよく伸びる教材は何かと考

え、今回提案していただいていると思う。 

 そういう意味では、昨年と同じ教科書を選んできた学校もあるし、

子供の実態に応じて検定用教科書をより多く選んだ学校もある。そ

れは、やはり子供たちの先生との関わり合いの中で何を選んだらそ

の子供たちがより伸びるかという観点で教科書を選んでいただい

ているということである。その点、理解して採択をお願いしたいと

思う。 

 何か質問ほかにあるか。よろしいか。 

 それでは、お諮りする。令和４年度小金井市立小・中学校特別支

援学級使用教科用図書の採択については、原案どおり採択すること

に御異議ないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   異議なしと認める。本案は原案どおり採決することに決定した。 

 次に、日程第４、議案第２５号、小金井市社会教育委員の委嘱に

ついてを議題とする。 
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藤本生涯    提案理由について御説明する。 

学習部長    本件については、小金井市社会教育委員が令和３年９月８日をも

って任期満了となるため、新たに委員を委嘱する必要があることか

ら本案を提出するものである。 

 細部については担当から説明するので、よろしく御審議の上、御

議決賜るようお願い申し上げる。 

 

関生涯学習課長 それでは、社会教育委員の第３１期の候補者の概要について説明

する。 

 任期は２年で、令和３年９月９日から令和５年９月８日までとな

る。 

 男女比については、男性６人、女性４人の構成である。 

 平均年齢、再任等の状況は資料を御覧いただきたい。 

 選考に当たっては、教育長を委員長として選考会議を開催して、

社会教育関係団体及び公募の委員については定数を超える申込み

があったので、選考会議において男女比や社会教育への関わりの深

さなどを考慮の上、選考させていただいた。 

 説明については以上である。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関して質問、御意見はあるか。 

 どうぞ。 

 

岡村委員    仕事の内容を考えこの年齢層でみると、どの方が女性か男性かも

分からない。男女で選ぶのではなくて、委員歴と所属とかで選ぶも

のだなと感じた。男女はあまり、これぐらいになると関係なくなる

のだなと。 

 男女比が明らかになってない。今はだんだん、男性、女性を意識

しなくて、人物で選んでこうなったというか、これぐらいかなと思

った。だんだんそういう時代になってきたのかなと。 

 とてもその比が大きいときは女性がすごく少ないなと思ってい

た。拮抗してきて、いい方を選ぶとたまたまこうなったという感じ

が今回はした。 

 これを見ても、男性か女性か分からない。お名前でも分からない

が、履歴とか推薦団体を見て選ばれたのだなとつくづく思った。だ

んだん男女を言わなくなるような時代になってきて、どんどん女性
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が進出してきて、あまりそういうふうに言わなくてもよくなってき

たのかなと思った。 

 

大熊教育長   今回の選定に当たっては、今、課長が言われたように、これまで

の生涯教育の実績等々、それから面接等を行って、今回の形に原案

を、候補者名簿を作成させていただいた。 

 ほかにあるか。よろしいか。 

 以上で質疑を終了する。 

 それでは、お諮りする。議案第２５号、小金井市社会教育委員の

委嘱については、原案どおり可決することに御異議ないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認める。本件については、原案どおり可決すること

に決定した。 

 次に、日程第５、議案第２５号、小金井市公民館運営審議会の委

員の委嘱についてを議題とする。 

 

藤本生涯    日程第５、議案第２６号、小金井市公民館運営審議会委員の委嘱 

学習部長   について説明する。 

 本件については、小金井市公民館運営審議会委員が令和３年９月

８日をもって任期満了となるため、新たに委員を委嘱する必要があ

ることから本案を提出するものである。 

 細部については担当から説明するので、よろしく御審議の上、御

議決賜るようお願い申し上げる。 

 

鈴木公民館長  それでは、細部について御説明する。 

 今回御審議いただく議案第２６号は、公民館運営審議会の委員任

期満了に伴い、第３６期の新しい公民館運営審議会委員の委嘱につ

いてお諮りするものである。 

 別紙、公民館運営審議会委員候補者名簿（第３６期）を御覧いた

だきたい。 

 候補者名簿の上から６人目までについては、各団体等から推薦を

いただき、庁内の選考会議において選考し、本日提案している６名

を委員候補者として選出している。 
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 その下、公募委員については、ホームページ、市報等で募集し、

２次選考を経て、３名を委員候補者として選出している。 

 本議案については、委員定数１０名のところ、９名の委嘱を御議

決いただくもので、１名定員に満たない状況となっている。これは、

各種団体の代表のうち、小金井市立小中学校ＰＴＡ連合会から１名

の推薦をいただくところ、まだ推薦をいただけていない状況となっ

ており、こちらについては改めて教育委員会での委嘱手続が必要と

なってくる。 

 議案資料１を御覧いただきたい。公民館運営審議会（第３６期）

概要である。 

 今回委嘱する９名の委員についての任期、男女別数、平均年齢等、

再任等を記載している。資料を御覧いただければと思う。 

 説明については以上である。御審議の上、御議決賜るようお願い

申し上げる。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関し、質問、御意見はあるか。 

 よろしいか。どうぞ。 

 

小山田委員   追加というか、後ほど小中ＰＴＡのほうからというのは、大体い

つ頃になるというのは。 

 

鈴木公民館長  今、推薦の依頼をお願い申し上げていて、出てきてからのスケジ

ュールになるので、いつというのが明確にお答えできないが、場合

によっては次回以降の定例会になろうかと考えている。 

 以上である。 

 

大熊教育長   実を言うと、コロナ禍においてＰＴＡ活動そのものが今、なかな

かできない状態になっていて、ＰＴＡ連合会を開催して、その中か

ら委員を選ぶということも実は難しくなっているというのがこの

背景にある。 

 子供を中心に考えても、親御さんたちがそうやって学校を超えて

集まるということは、あまりお勧めすることは難しいと思うので、

コロナ禍ということで御理解いただきたい。 

 よろしいか。決まり次第、委員の委嘱をするということをここで

お約束させていただいて、質疑を終了させていただきたい。 
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 それでは、お諮りする。議案第２６号、小金井市公民館運営審議

会委員の委嘱については、原案どおり可決することに御異議ないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認める。本件については、原案どおり可決すること

に決定した。ありがとう。 

 次に、日程第６、報告事項を議題とする。順次、担当から説明願

う。 

 初めに、報告事項１、東京学芸大学と連携したもくせい教室の新

たな推進体制の構築についてを報告願う。 

 

加藤指導室長  東京学芸大学と連携したもくせい教室の新たな推進体制の構築に

ついて報告をさせていただく。 

 報告資料１を御覧いただきたい。もくせい教室の新たな活動場所

を大学の施設内に試行的に設置し、もくせい教室の新たな推進体制

を構築することを目的に、去る７月２０日に東京学芸大学と覚書を

締結した。 

 内容については、令和３年７月から令和４年３月までを締結期間

とし、大学と連携した不登校児童・生徒への支援、大学の教員養成

の実践の場としての協力及び支援内容の共同研究、もくせい教室の

活動場所としての大学施設の提供を主な内容としている。 

 覚書を締結し、東京学芸大学と連携した取組を推進する理由は大

きく２つある。 

 １点目は、環境面の改善についてである。現在、もくせい教室に

通室する児童・生徒の数は増加傾向にある。そのため、現在の施設

では十分な対応が困難になってきており、早急に対応を進める必要

がある。 

 ２点目は、児童・生徒の支援の在り方の改善についてである。今

年度からＧＩＧＡスクール構想も本格的に実施され、児童・生徒の

学習環境も大きく変化をし始めている。今後の教育支援センター化

も見据えて、新たな推進体制の構築に取り組む好機であると考えた。 

 覚書を締結することによる効果は大きく３点想定をしている。１

点目としては、児童・生徒の活動スペースや施設環境が向上する。

２点目として、学生ボランティア等の人的支援の獲得が期待できる。
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３点目としては、新たな推進体制構築に向け、大学の専門的な知見

によるアドバイスが得られる。 

 なお、提供を受ける活動スペースは、資料にある２か所、少し地

図が小さいが、地図左上部分の２つの丸がついていると思うが、そ

ちらの２か所となっており、広いほうの部屋、資料の部屋の図で言

うと左側であるが、こちらの部屋では、軽い運動や体験活動の実施

も可能であると考えている。 

 最後に、今後のスケジュールについてである。 

 ７月２０日の覚書の締結を受け、現在、教室環境の整備を進めて

いる。明日の８月２５日、それから明後日の８月２６日には、現在、

もくせい教室に通室している児童・生徒とその保護者、並びに関係

者を対象とした施設見学会を実施して、その後、９月より試行的な

活動を開始していく予定である。 

 なお、現在の覚書については、今年度末までの締結となっている

ので、令和４年３月までには新たな覚書の締結等、もくせい教室設

置規程の一部改正を終え、令和４年４月から本格運営を開始するこ

とを想定している。 

 説明は以上である。 

 

大熊教育長   いよいよ新しくもくせい教室をつくることができた。これは、実

は今、もう１つ付け加えさせていただきたいが、東京学芸大学の附

属小中学校のお子様も、もしも不登校であれば、このもくせい教室

に入れるという形になっているので、これは多分、附属小中学校で

適応指導教室を持つのは全国で初ではないかと思っているが、間違

いだろうか。多分そうだと思う。 

 こうやって大学としっかり連携を取りながら不登校対策を始め

るということも新しい試みではないかと思っている。 

 何か御質問等あるか。 

 浅野委員、ここは一言どうぞ。 

 

浅野委員    ここ数年、いわゆる不登校の児童・生徒数というのは、東京だけ

ではなくて全国的にも増加基調にある。小金井市はそれに対して、

いわゆる対症療法ではなくて、本腰を入れて正面から取り組もうと

いう態度をここ数年取ってきたと思う。それがこういう形で結実し

たことを大変ありがたく、うれしく思っている。東京学芸大学の教
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員の１人としてもそのように思っている。これを大切に育てていき

たいなと考えているところである。 

 以上である。 

 

大熊教育長   今後、東京学芸大学の先生方の御協力も必要不可欠だと思うので、

その辺のところを少しお声がけをしていただけると幸いである。よ

ろしくお願いする。 

 

浅野委員    よろしくお願いする。 

 

大熊教育長   ほかにあるか。 

 どうぞ、岡村委員。 

 

岡村委員    東京学芸大学は、例えばこういうもくせい教室の試みなどでも、

そのノウハウを全国的に広げたりする力がある大学なのだ。私は東

京学芸大学で養護教諭に教えているが、いつも「養護教諭になる」

ように教えるのではなくて、「養護教諭のリーダーになる」ように

教えてほしいと言われている。今回のことも、東京学芸大学がリー

ダーシップをとりやっていただくと全国的に広がっていくのでは

ないかなと思って楽しみにしている。 

 

大熊教育長   付け加えさせていただくが、市の市民協働活動のところも実は不

登校対策ということで取り組んでいただいていて、先日もシンポジ

ウムが開かれた。私もそこに参加させていただいたが、登壇者のほ

うから、最近の不登校の子供たちの特徴として、いわゆる低年齢化

が進んでいるということ、繊細な子供が増えているということ、そ

れから、不登校になる原因の１つに発達障害があることというのを

挙げられていた。 

 低年齢化は、小金井市のもくせい教室もあって、これまではあま

り小学校の子供は通ってきていなかったが、ここのところ急激に増

えてきていて、小学校の不登校が増えてきているというのも、第２

もくせい教室をつくるきっかけになったかなと思っているところ

である。 

 また、繊細な子であるとか発達障害ということを考えると、これ

までのように寄り添えばいいということだけではなくて、専門的な
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知見が必要だと思う。専門的な知見なしに、より望ましい関わりは

できないと考えている。 

 その点、東京学芸大学の専門の、いわゆる心理学の専門の先生方

にも御協力いただけるということになっているので、その辺を学ん

で、より適切な対応をしていきたいと考えているところである。 

 ほかにあるか。よろしいか。 

 このことは、今後も逐次報告させていただいて、よりよい活動に

つなげていきたいと考えているので、よろしくお願いする。 

 次に、報告事項の２に移る。中学校宿泊行事（山の移動教室・修

学旅行）についての報告を願う。 

 

加藤指導室長  令和３年度中学校宿泊行事について報告をする。 

 中学校の宿泊行事については、本市中学校第２学年において、例

年長野県にて実施している山の移動教室、また、中学校第３学年に

おいて、例年京都・奈良方面で実施している修学旅行がある。 

 これまで、今年度の実施に向け、山の移動教室については令和３

年６月に運営委員会による実地踏査を行い、修学旅行については学

校ごとに実地踏査を行ってきた。また、訪問先の情報収集や旅行会

社との折衝も繰り返し行ってきた。 

 しかしながら、御存じのとおり、感染力が強いとされる変異株へ

の置き換わりが進み、新型コロナウイルスの感染が急激に拡大した

ため、令和３年８月６日に臨時で中学校校長会を開催して協議を行

い、その結果を踏まえ、令和３年度の山の移動教室、修学旅行共に

中止することを決定した。 

 現３年生は昨年度も宿泊行事を実施できていないことから、臨時

校長会において実施時期を延期することも検討したが、延期とした

場合もキャンセル料が発生してしまうことから、延期後の実施、も

しくは中止についての経費負担が困難となること、それから、ほか

の学校行事や、３年生については高等学校受験等との兼ね合いなど

もあり、時期の調整が困難なことなどから、やむなく中止を決定し

た次第である。 

 今後は、感染状況等に配慮しつつ、各校において安全・安心を担

保した代替行事の実施を検討していく予定である。 

 報告は以上である。 
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大熊教育長   これも非常に苦しい決断をしなければならないと考えた。しかし、

デルタ株に移行したこともあって、先日も子供同士の感染が広まっ

たということも報道されている。 

 さらに、先日の全中学校のある種目の大会において、準決勝に進

む４校のうち２校が宿泊先でのコロナウイルス感染により参加が

できなくなったという事例もある。 

 そのような中で、今回、中学校の山の移動教室、修学旅行につい

ても、子供たちには本当につらい思いをさせてしまうが、子供たち

の安全を第一に考え、校長会とも綿密な話合いの結果、こういう形

に決定させていただいた。御理解いただきたい。 

 なお、各学校においては、先ほど指導室長も報告していたように、

代替行事を考えて、子供たちの思い出に残る何か行事を行えればい

いかと考えて、各学校で今、工夫していただいているところだが、

現時点においては、これだけ感染が広がっている段階では、何か新

しいことを計画するということは、計画して、それがまたできない

ということになると、子供たちの気持ちも考えると大変苦しいので、

少し先が見えてきてから子供と共に話合いを進めながら、代替行事

について考えていきたいと考えているところである。 

 何か御意見あるか。よろしいか。 

 福元委員はどうか、この決定に対して。 

 

福元教育長   やむを得ないという感じである。もし、それに代わるものができ 

職務代理者  るのだったらということも考えるが、ただ、この感染状況等を見た

ときに、子供にとってそれが必ずしもプラスになるとは言えない。

今の状況では、これらの決定はやむを得ないと思う。 

 

大熊教育長   子供たちにも、ある学校の校長は、自ら各学級を回ってそのこと

を報告したとか、全校放送を使って今回のことを報告したなど、各

学校で工夫して、このことについて周知していったと聞いている。 

 そんな形で、私どもが心を痛めているより、各学校の担任の先生、

子供たちも、今回のこの決定に関しては本当に苦しい決断になって

いるのではないかと思うが、この感染状況の中で、自分たちだけで

はなくて、自分たちが感染源となって家族の人たちに感染させると

いうリスクも同時に、中学校だから考えていただいて、自分たちの

決断は、自分のみならず家族の安全も担保するものであるというこ
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とをしっかりと理解していただいて、今回の決断を受け入れていた

だきたいなと、そのように考えているところである。よろしいか。 

 どうぞ。 

 

浅野委員    今のに関連して、２つ質問である。 

 １つ目は、今の２つの行事については、私もやむを得ないかなと

思っている。その他の行事について、何か現段階で分かっているこ

とはあるか。例えば校外学習、中学校によっては、９月、１０月に

入っているところもあるかと思うし、それから合唱コンクールを予

定されている中学校が結構多いのかなと思う。 

 小学校の社会科の様々な見学も、２学期、３学期に入ってくるか

と思うが、その辺について、現段階でもし何か方針が出ていたら情

報を共有していただけると大変ありがたく思う。 

 

大熊教育長   分かった。それが１点目か。 

 

浅野委員    それが１つ目である。 

 ２つ目は、中学生のワクチンの接種状況というのは、教育委員会

としては把握されているのかというのが２点目である。 

 以上である。 

 

加藤指導室長  １点目についてである。他の行事等についてということだが、現

時点で明確に、これについては中止とかいったようなことを決めて

いるものは今のところはないが、この状況なので、時期にもよるし、

行き先にもよるが、場合によってはキャンセル料等々の兼ね合いも

あるが、端的に言うと、現時点でこれについてはもう中止だという

ようなものをほかに決めたものはない。当然、行き先とか交通手段

とか、あるいはキャンセル料等の兼ね合いで、各校それぞれで考え

ているというのがある。 

 連合で行うものとしては、今、小学校の連合音楽会、これについ

ては、明日の校長会議で内容についてどうするかというのを検討す

るということにはなっているが、従来、宮地楽器ホールで行うこと

とを想定していたが、ステージに乗れる人数というのが限られると

いうこともあって、宮地楽器ホールでの実施は困難ではないかとい

うようなことが１つ決まってきている状況である。 
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 以上である。 

 

浅野委員    ありがとう。 

 

大熊教育長   １２歳以上のワクチン接種の数だが、誰がどのように打ったかと

いう数字は、福祉保健部のほうでも実は捉えることができていない。

これが打ったか打たないかみたいなことを調査することも、実は打

たないことが悪いことであるというようなことにつながってしま

うとこれは大変なことになるので、各担任の先生の肌感覚ぐらいの

ところでしか分からないのではないかなと思うが、全体の接種率を

考えると、今、３０％を超えているぐらい、１２歳から１９歳がそ

うなっているので、ある程度は進んでいると考えるが、それほど他

の年代に比べて多いということはないかなと思っている。 

 その点、今後、若い人たちの特徴かと思うが、様々なテレビや新

聞等の情報だけではなくて、いわゆるインターネットやＳＮＳ等で

間違った情報が広まっているということも１つ大きな問題になっ

ているのではないかと考えて、小金井市医師会が推奨していただい

た、一緒に作っていただいたと言っていいのかもしれないが、「こ

びナビ」という冊子があって、コロナウイルスのことに関して丁寧

に説明をしている本がある。それを小金井市医師会に頼んで、全て

の教職員に配付させていただいた。それを読むと、コロナウイルス

のことについて、いいところも、リスクがある点もしっかり書いて

あって、間違った情報に左右されることなく、どのようにしたらい

いかという判断を適切にできるような、１つの判断基準としてもら

えるように先日の校長会でも紹介し、全ての教職員に１冊ずつ届け

たいと思っている。 

 それを読んだ教員は、簡単な内容になっているので、ぜひとも教

室であるとか図書館に置いていただいて、子供たちが気楽に目を触

れるようにしていただきたいと言っている。 

 それから、間違った情報を言っているようなことがあったら、そ

の冊子に基づいて正しい情報を提供してもらえるように配慮した

いとは考えている。 

 しかしながら、これは強制できるものではないので、正しい情報

をしっかりと伝えるということに関しては全力を尽くしていきた

いと考えているところである。 
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 今、どんな冊子か持ってきていただけると思うが、息せき切って

持ってきていただいた。こんなような。 

 あるということなので、委員の皆さんにも１冊ずつお届けしよう

か。岡村委員はあるか。 

 

岡村委員    ある。大丈夫である。 

 

大熊教育長   岡村委員はあるということなので、ほかの方々に送っていただい

て、この中身を見ていただければと思う。 

 それから、みんなびっくりしてしまうかもしれないが、新学期の

ことについて少し報告してくれないか。 

 全部決まっているわけではないが、感染爆発をしたこともあって、

新学期の対応について、あした臨時校長会を開いて、様々なことに

ついて決めていきたいと思っているが、今、急遽、どんなことにつ

いて提案していくかということを指導室長のほうから報告させて

いただきたいと思うが、いかがか。それで、何かあれば御意見いた

だいて、あしたの校長会のときにもその意見を参考にして、新学期

を迎えることについて、教育委員会としてもしっかり意見を言って

いきたいと思う。 

 実は、中学校はあしたから新学期が始まるところもある。２５日、

２６日、緑中は２６日かな。そういう形で進んでいくが、臨時校長

会がどうしてもあしたしか取れなかったものだから、今、指導室長

が話す内容は各学校に既に伝えてあって、そのことに関しては、事

前にしっかりと対応するようにとは言ってあるので御安心してい

ただきたい。つまり、学校が始まるときには、どういうことについ

て丁寧に対応したらいいかということの原案は、もう既に伝えてあ

る。 

 どういうことか、このぐらい時間があれば心の準備ができたと思

うので、よろしくお願いする。 

 

加藤指導室長  今、教育長からもお伝えさせていただいたように、あしたになる

が、臨時校長会ということで、各校長には直接、内容について話そ

うと思っているが、本日の時点で、その案文についても伝えている

というような状況になる。 

 新学期の開始に当たってということで幾つかの内容を学校に指
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示伝達しているが、１つ目が、緊急事態宣言中として、まず、習熟

度別学習など、算数少人数とか習熟度別というものがあるが、そう

いったところで学級をまたいでの活動というのがあったりするの

で、それについては取りやめると。学級をまたいでの活動は行わな

いということにしたいと考えている。 

 それから、新学期開始に当たって、国や都のほうで、もう１度、

学校の校内体制をしっかりと確認して体制を整えてほしいという

ことで、チェックシート等が示されているので、それを活用して、

各校で校内体制をしっかりと再度確認するということを行っても

らう予定である。 

 それから、児童・生徒への指導というところも、健康観察だった

り、給食を食べるときの注意だったり、それから、望ましい手洗い

の仕方だったりとか、そういったようなことはこれまでも行ってい

るが、再度、学期の初めでもあるので指導していくということをお

願いする予定である。 

 それから、保護者の方にもやはり御協力をしていただく必要があ

るので、各校から保護者宛ての通知文を出してもらうということを

予定している。たたき台については教育委員会から提供をするとい

う形になるが、こちらについても、家族等も含めた毎朝の健康観察

をしっかりと行っていただき、必要に応じて記録もしっかりしてい

ただきたいということだったり、風邪症状等、体調の変化が見られ

る場合には、決して無理をしないで自宅にて様子を見ていただくこ

となどをお願いする予定である。 

 それからまた、学校内において体調が悪いというようなことが起

きた場合には、速やかに御自宅のほうに引き取っていただくという

こともここでお願いをしていくと、そういったことを記載して保護

者に通知をさせていただこうと考えている。 

 それから、学校の体制としては、在校中に体調不良を訴えたお子

さんがいる場合、特に発熱等あると思うが、その対応の仕方という

もの、例えばそれ以外の子と発熱者と少しスペースを分けて対応す

るとか、そういったようなことについて、学校はこれまでも全くや

っていないわけではないが、改めてその流れ等について確認をして

いくというような予定である。 

 それから、万一、児童・生徒に感染者が出たという場合に臨時休

業等も考えられるわけなので、そちらについてどのような手順で判
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断をしていくかと、そういったことについても確認をしていく予定

である。 

 なお、これを様々行っていくに当たっては、学校医さんとの連携

というのもこれまで以上にしっかりと行ってまいりたいと思って

いて、本日、医師会との会合があるということなので、そちらで、

ぜひ校医の皆さんにも積極的に御協力いただきたいということで

御依頼をさせていただくと、そのようなことで進学期をスタートし

てまいりたいと考えている。 

 地域一斉の臨時休業ということについては、先日８月２０日付け

の文部科学省の通知にも、小中学校においては、家庭内の感染が非

常に主なものであるということも考えて、地域一斉というようなも

のは、小中学校については行わない方向でというのは示されている

ので、地域一斉で臨時休業を行うということは現時点では考えてい

ない。 

 以上である。 

 

大熊教育長   よろしいか。 

 浅野委員、どうか。 

 

浅野委員    御説明ありがとう。保護者の皆さんにも、学校の教職員の皆さん

にも、いろいろとまた御負担をおかけすることになって大変心苦し

く思っている。 

 それで、幾つか確認させていただきたいこともあるが、まず、１

つ懸念しているのは、７月以降、私たちのところに上がってくる学

校内感染者の数もやはり増えてきている。幸い夏休み中の報告だっ

たので、学校内での接触がないという報告がずっと続いている状況

である。であるが、学校が始まって、学校で接触する頻度が上がる

と、家庭内ではなく、学校内での感染もやはり一定程度懸念すべき

ところがあると思う。 

 地域の一斉休業はないにしても、学校単位での、あるいは学級単

位でのということが起こってくると思う。その際に、例えば小金井

市は、全国の市町村に先駆けて、いち早くＧＩＧＡスクール構想の

１人１台の配備を進めてきたわけだが、学校単位での例えば休校が

起こった場合に、直ちに対応できる状況に現状なっているのかどう

かということについての確認をぜひお願いしたいと思う。 
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 特に学年が変わった。３年生が出ていって１年生が入ると。もし

１年生のほうが人数が多い場合、それは１人１台に現状本当になっ

ているのか。数の上ではなっていても、授業で実際にそうなってい

るのかどうかということも含めて、今もし学校に来られなくなった

ら、直ちに１人１台、家に持って帰らせて、そこでそれを活用でき

る状況に本当になっているのかどうかを確認していただけるとあ

りがたいと思う。 

 実際、家に持って帰らせることができるような体制になっている

かどうかは、ここまであまり確認できていないというか、そもそも

家に持って帰らせているところといないところがあるし、学年によ

っても違うし。ということの確認をお願いできればと思う。 

 もう１点は、この状況なので、保護者の方々から、学校に行かせ

るのが心配であるというような、要するに自主休校というのか、そ

の申出が増えてくるのかなという気もする。その点について、まず

現状でそういう申出というか、学校に行かせたくないという声とか、

しばらく休ませたいという具体的な申出が実際にこちらに上がっ

てきているのかどうかということと、もう１つはリクエストだが、

そういう声に対しては、できれば丁寧に対応していただきたいなと

思っている。 

 申し訳ない、少し取り留めのない発言で困らせてしまい恐縮であ

る。 

 

大熊教育長   ありがとう。今、教育委員会としては、臨時休校になった場合、

学びを止めないという観点から、１人１台のコンピューターを有効

に使って遠隔での授業を進めるということは伝えてあるので、いま

１度それが本当にできるのかどうかというのを、確かめさせていた

だきたいと思う。 

 それから、保護者から電話が入ってきているかということに関し

て、指導室長のほうで聞いているか。 

 

加藤指導室長  まず、ＧＩＧＡスクール等も含めての、学年とか学級とかの閉鎖

の場合ということで少しお話をさせていただいて、台数については

学務課長からあると思うので、そこのところをお伝えしていきたい

が、１学期にある学校で学年の閉鎖をした折には、実際に全員持ち

帰って対応するということができている。小学校、中学校共にそう
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いった経験があるし、１学期中には、各校、時期等はばらばらでは

あるが、全員が持ち帰ることをお試しというか、１度持ち帰ってみ

ようということで実際に行っているということで、一定程度の経験

が学校の中で積み上がってきている状況はある。 

 また、夏季休業日中にも、学校にはよるが、希望者等が持ち帰る

といったようなことも進めてきているので、持ち帰っての対応とい

うことについては、学校にも少しずつノウハウが蓄積されてきてい

るといったような状況がある。 

 台数については。 

 

本木学務課長  ＧＩＧＡの台数だが、まず、転入をしてくるお子さんが、あと、

学年が変わってということで増える分については、学務課のほうで

予算を確保しているので、需要数増については、新たに購入して対

応している。 

 ただ、一時的に、例えば壊れてしまったということで修理してい

るというような状況で、代替機のほうで調整がつかない場合に少し

お待ちいただくということはあるかもしれない。 

 台数については、児童数増とかに対しては予算を確保していて対

応しているので、児童・生徒さんたちにはそろっているということ

である。 

 以上である。 

 

大熊教育長   よろしいか。 

 ほかにコロナ対策のことに関しては。今、心配な電話がかかって

きているかどうか。 

 

加藤指導室長  ２学期から登校について、心配でというようなことのお話もあっ

たかと思うが、こちらのほうに休むというようなことが直接入るわ

けではないので、新学期から休む人数がどのくらいいるとか、そう

いったような具体をお伝えすることは今は難しい状況であるが、指

導室のほうに１日に何件か、新学期はこのままスタートするのだろ

うかというような、やはり心配をされている声というのは入ってき

ているところであるので、先ほどの保護者の通知等にも、学校も引

き続き感染対策をしっかりとっていくというようなことだったり、

そういうのを知らせていくということも１つ必要なことだろうと
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思うが、一定程度心配の声が来ているというのも確かである。 

 以上である。 

 

大熊教育長   ということである。今日、医師会と打合せするが、事前にメール

等で様々な意見をいただいているところなのだが、やはり子供たち

が感染するということは増えているが、重症化するということはな

いと。しかしながら、子供を感染元として保護者等にうつしてしま

う、感染させてしまうということはあり得るので、十分な対応がや

はり必要であるということは医師会からも言われていて、今日の原

案を持っていって、いろいろ変わるところもあるかとは思うが、そ

のときには、変わったものを書類としてすぐにお届けするので、そ

れを見ていただきたい。今のが原案だが、医師会、それから校長会

との話合いで変更が生じた場合には、すぐに知らせたいので、よろ

しくお願いする。 

 ほかによろしいか。緊急にコロナ対策のことについて説明させて

いただいた。 

 それでは、報告事項３、その他である。学校教育部から報告があ

れば発言願う。 

 

大津学校    担当課長から、１点御報告させていただく。 

教育部長 

 

本木学務課長  小学校給食調理業務委託に係る保護者説明会について御報告をす

る。 

 ７月１３日の本委員会で、小学校給食調理業務の更なる委託につ

いて御報告したが、そのときは市議会に提出した配付資料案をもっ

て御説明した。そのときにもお断りをしていたが、誤字や表現など

を修正する前の資料であったが、実際に保護者説明会を７月下旬に

３回開催したので、修正後の資料を配付させていただいた。説明し

た内容の考え方は変わっていないので、詳細は資料を御覧いただき

たい。 

 保護者説明会には、３回合計で５８人の方が参加された。市議会

議員も多く参加され、市議会議員など関係者を除いた市民の参加人

数は合計で３２人となっている。議事録については、今、編集中で、

今後ホームページに掲載する予定である。 
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 また、参加できなかった小学校の保護者に対しては、議事録をホ

ームページに掲載した旨を各小学校から周知する予定となってい

るので、併せて御報告する。 

 以上である。 

 

大熊教育長   ただいまの報告に関し、何か御質問あるか。 

 どうぞ。岡村委員。 

 

岡村委員    前回、変更になってもアレルギー対応は変わらないということで

安心したが、５ページの小金井市立小中学校食物アレルギー対応の

基準を読んで、１番大切なのは、アレルギー対応の実施は、学校と

保護者、児童・生徒が安心できるように、医師による診断を基に学

校長が決定すると書いてあるが、食物アレルギー学校生活管理指導

表というのは、小金井市の小中学校で何名ぐらいが提出されていて、

アレルギー対応というのは何人ぐらいされているのか。この間、医

師会に聞いてみたが、皆さんよく分からないと言っていて、何人ぐ

らいいらっしゃるのか。 

 

本木学務課長  お答えする。学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）だが、医

師の方が書いていただいて、保護者から学校に提出している数は、

小学校が２３０人、中学校が６０人、合わせて２９０人の児童・生

徒となっている。 

 また、このうち、給食でのアレルギー対応食の配慮を何らかして

いる児童・生徒数ということになると、小学校は先ほど２３０人の

うち２１６人、中学校は先ほど６０人のうち５０人、合わせて２６

６人の対応を何らかの配慮をさせていただいているという形にな

っている。 

 以上である。 

 

岡村委員    多い。大変である。アレルギー疾患指導表を作るときに大分もめ

て、結局、何とはなしのアレルギーという人が多くて、そのために、

これを食べても全然アレルギーが起こらないので、調理現場では少

しぐらい大丈夫だという雰囲気になる恐れがあった。だから、医師

が診断して、本当にこの人はこんなアレルギーだという対応をしな

いといけないこととなっている。よって、完全に医師の診断が要る
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ということになっている。それでもそんなにたくさんいるというの

には、本当にだんだんアレルギー疾患が増えてきたのだなとつくづ

く思った。大変な内容だと思うが、委託になってもよろしくお願い

したい。 

 

大熊教育長   小金井はさらに、１回の給食に２品までアレルギー対応をすると

いうことになっていて、その点は小金井の伝統としてこれからも守

っていきたいと思っているので、よろしくお願いする。 

 それでは、小学校給食調理業務委託のことについてはよろしいか。 

 それでは、生涯学習部から報告事項があれば発言願う。 

 

藤本生涯    担当課長から、オリンピック・パラリンピック２０２０大会の御 

学習部長   報告をさせていただく。 

 

内田オリンピ  東京２０２０大会に関して報告させていただく。 

ック・パラリ  オリンピック聖火リレーであるが、都内では新型コロナウイルス 

ンピック兼ス 感染拡大の状況を鑑みて、島嶼部を除いて公道走行を見合せて、セ 

ポーツ振興担 レブ会場での点火セレモニーが実施されている。 

当課長     小金井市に関しては、７月１４日、東京競馬場において実施され、

市内を走行予定であった聖火ランナー２１人によるトーチキスが

行われている。 

 また、公道走行中止に伴って、聖火リレーのゴール地点でステー

ジに出演予定であった観光大使のＥｖｅｒｌｙ様、小金井囃子会、

貫井囃子保存会、都立小金井北高校コーラス部から東京２０２０大

会に向けての応援メッセージをいただいた。 

 自転車競技のロードだが、７月２４日土曜日に男子、２５日日曜

日に女子が行われている。両日とも１００人のボランティアと３０

人の職員に御協力をいただき、事故もなく予定どおりに市内を通過

していった。 

 続いて、パラリンピック聖火リレーだが、パラリンピックの聖火

は、発祥地のイギリスのストーク・マンデビルと、開催国内各地の

複数か所で採火される火から生み出される。 

 先週の金曜日、８月２０日になるが、都内で一斉に採火式が実施

され、本市においても、ＳＯＣＯＬＡ武蔵小金井クロスのクロスコ

ート広場において小金井の火の採火を執り行った。その後、小金井
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の火は、全国集火式を経て、パラリンピック聖火となった。 

 聖火リレーそのものだが、公道走行を見合せて、セレブ会場で点

火セレモニーが実施されている。本市からは、昨日８月２３日に都

立砧公園において、観光大使のスキー選手、浜井慧さんが参加され

ている。 

 パラリンピックそのものは本日開幕となるが、本市からは車椅子

バスケットボール女子、小田島理恵選手が出場される。引き続き市

として応援していきたい。 

 報告は以上である。 

 

大熊教育長   何か質問等はあるか。 

 今、課長から報告があったが、小金井の火はどうやってつくった

か、少し説明してほしい。 

 

内田オリンピ  小金井の自然を生かそうというところで、国分寺崖線、貫井神社 

ック・パラリ から湧水をくみ上げさせていただいて、貫井神社の湧き水を加熱す 

ンピック兼ス ると、それが水蒸気になるが、さらにもう１回加熱すると加熱水蒸 

ポーツ振興担 気という形の１００度より高い水蒸気が発生するので、そこにマッ 

当課長    チの頭薬を近づけると――マッチの頭薬というのが１５０度で発熱

するので、そこから、要するに貫井神社の湧水を起源として火を起

こしたというようなやり方を今回やらせていただいた。 

 あと、貫井神社の水をくむに当たっては、障害者団体の五日制の

会様に御協力いただいて、そこの高校生の方にくんでいただいてい

る。 

 以上である。 

 

大熊教育長   実に小金井らしいやり方で小金井の火をつくらせていただいたこ

とをどうしても説明させていただきたかったのである。見ていて私

も、こんなことができるんだなと思ってびっくりした。 

 そういう形で、市長と私と生涯学習部長の３人で東京都のほうに

無事届けさせていただいた。とても暑い日だったので本当に大変だ

ったが、役割を果たさせていただいた。小金井の火をそうやってつ

くったということは１つのレガシーになるのではないかと考えて

いるところである。よろしいか。 

 次に、今後の日程になるが、何かあるか。 
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 小山田委員、どうぞ。 

 

小山田委員   少し気になったことがあって、先ほどのＰＴＡのほうもあまり会

合が開かれていないというお話があったが、今年度から新たにコミ

ュニティ・スクールが、緑小に加えて３校になったと思うが、コミ

ュニティ・スクールの委員会とかも開催がやはりされていない状況

であるのかということと、やはりコロナだということはあるが、今

後、この状況だからまた逆にできることがあったり、いろいろある

と思う。せっかくコミュニティ・スクールを指定されて、何かこの

ままコロナで委員会も開かれていないとしたら、そのままになって

しまっているとすると、そこがとても気になったので、もし分かれ

ば今教えていただければ。次回でも構わないが、コミュニティ・ス

クールのことが非常に気になっている。急に申し訳ない。 

 

加藤指導室長  コミュニティ・スクールについてだが、学校運営協議会、こちら

の開催については、１学期については全校共に開催できているとい

うことで聞いている。 

 ただ、２学期については、こういう状況でもあるので、今はまだ

何校が中止とか、そういうお話まで具体的に聞いているところでは

ないが、実施については検討がされているというようなことかと思

っている。 

 以上である。 

 

大熊教育長   今の小山田委員の発言に触発されたということもあるが、コロナ

が収束していない段階でこんなことを言うのは、まだ不適切なのか

なと思うが、このコロナを越えた後、アフターコロナということを

考えた場合、今も、コミュニティ・スクールもそうなのだが、より

一層、人と人との関わりを重視するということが皆さん求めてくる

のではないかなと考えていて、コロナがあったからコンピューター

が設置されたということだけではなくて、コロナがあったから人と

人との関わりが重要であるというようなことも多くの方々に実感

していただけることだと思うので、アフターコロナの人と人との関

わりのことについては、コミュニティ・スクールだけではなくて、

しっかり考えていきたいので、また御意見いただきたいので、よろ

しくお願いする。 
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 小山田委員、よろしいか。 

 

小山田委員   委員会を開いて、ただ会議だけで終わって、結局、地域学校協働

活動のほう、連携して何か動きが出ているかとか、やはりその辺り

を見ていきたいと思うので、定期的に会議のときにお知らせいただ

いたり、あと、今後、暴風とか、秋は台風とか、これまでにない災

害も全国に起こっているので、そういったときにやはり防災とかに

なると、かなり地域の力というのが重要視されると思う。ただ会議

だけ開いていても、そこから次、動きが出るかというところとかを

また時々御報告いただけたらと思うので、よろしくお願いする。 

 

大熊教育長   分かった。今まさにそういうことで、災害も多く発生するのでは

ないかということも危惧されるし、コミュニティ・スクールとして

の話合いをするだけではなくて、どのように地域協働活動が生まれ

ていくのかということも、やはり教育委員会として支援していかな

ければならない点もあると思う。また委員の皆様の意見も伺いなが

ら、教育委員会として方向性を示していくということも大切だと思

う。小山田委員はその辺の専門家であるので、いろんなところで御

意見をいただきながら先へ進んでいきたい。 

 そういうことを常に報告してもらうということでよろしいか。 

 

小山田委員   結構である。よろしくお願いする。 

 

大熊教育長   ほかの委員の皆さん、どうか。よろしいか。やはりその辺、これ

からの関わりについてどのように進んでいるかというのを。私ども

も、ただコミュニティ・スクールをつくったらおしまいということ

ではないので、いろいろ報告をさせていただきたい。 

 それでは次に、報告事項の４、今後の日程について事務局より報

告願う。 

 

中島庶務係長  それでは、教育委員会の今後の日程について御報告する。 

 東京都市町村教育委員会連合会第２回理事会が８月２７日金曜

日、書面開催される。書面は届き次第、福元委員へお送りさせてい

ただくので、よろしくお願いする。 

 なお、同日開催予定だった理事研修会は中止となったので御報告
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申し上げる。 

 続いて、市町村教育委員会オンライン協議会が、資料のとおり４

回、４日程で開催される。参加希望者には、参加日が決まり次第、

御案内をさせていただくので、よろしくお願いする。 

 続いて、東京都市町村教育委員会連合会第１回研修会が、１０月

８日金曜日午後２時からオンラインで開催される。 

 続いて、教育委員会定例会について申し上げる。 

 第９回定例会が１０月１２日火曜日に、第１０回定例会が１１月

９日火曜日に、第１１回定例会が１１月２４日水曜日に、それぞれ

午後１時３０分から第２庁舎８階８０１会議室で開催する。 

 なお、新型コロナウイルス感染症の状況により、予定を変更する

場合がある。その際、市民の皆さんへはホームページ等で御案内さ

せていただく。 

 今後の日程は以上となる。 

 

大熊教育長   ただいまの報告に関して、何か御質問等はあるか。よろしいか。 

 以上で報告事項を終了する。 

 次に、日程第７、代処第９号を議題とするところだが、本案は人

事に関する事件で、小金井市教育委員会会議規則第１０条第１項に

規定する事件に該当するため、非公開の会議が相当と判断するが、

委員の皆様、御異議はないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   全員異議なしと認め、秘密会を開会する。 

 準備のため休憩する。 

 傍聴人の方におかれては、席を外していただくことになるので、

よろしくお願いする。 

休憩 午後３時１１分 

再開 午後３時４０分 

 

大熊教育長   再開する。 

 以上で本日の日程は全て終了した。これをもって令和３年第８回

教育委員会定例会を閉会する。 

閉会 午後３時４１分 


